
運動li■手の性格に関する研究

一―ハンドボール選手の性格について一―

序

スポーツ選手の指導には,選手の内体的 な素

質,技術の程度,さ らにその性格などの諸条件を

知ることが肝要であることはいまさら言うまでも

ないことである とくにオリンピック東京大会を

契機として「選手の根性」ということが採 りあげ

られているゆえんのものは,せ っかくの素質も,

技術も,本人の心がけのいかんによっては,期待

するような向上をみることができないと解されて

いるからである したがって選手の性格を正しく

把握し,その短を矯め,長を伸ばすよう,本人の

特性に適した方法をもって指導にあたる必要があ

る 現在スポーツに:ま多くの種目があり,lL4人 で

行なうもの,チ ームを形成するもの,そのチーム

の中にはいろいろなボジションがあり,攻撃的な

ポジションあり,守備にまわる瞳置があるなど種

々の条件や立場があって,それぞれに特色が認め

られ,これらの種日,あ るいはポジションにふさ

わしい性格的な条件も内外の文献に考察されてい

る。
'ら 'め

,0,0 このようなスポーツのもつ性格的

な条件に対して,個々の選手の性格特性に基づい

て,適材を適所に配し,こ れに最IElの方法を考慮

して指導することが望ましいわけである

I目  的

以上の観点から,大学・高校ハンドボール選手

について,個々の選手の性格特性はもちろん,ボ

ジション,経験年数等による性格的条件を解明す

Hroeo Terlzewe: An Iavestigatioo on the Perso'

trality oI Sportsman.

滝 沢 英 夫

ることによって,ス ポーツ選手の指導にさいし,

個々の選手に最も有効な指導方法を得ることを目

的として,「MMPIの 東大改言T版」 (註参照)に よ

る性格診断法を用い,性格分析を行なった.

II方  法

検査方法として,「MMPI東大改訂版」を用い

てテストを行なった

1.標準群の設定

第 1表のごとき,一般成人群の平均と標準偏差

とから求めたTス コアーによって標準プロフィル

をえがき,そのプロフィールの上に被検者の得点

を示した

2.被検者群の構成

A 高校男子選手

昭和 36年度全日本高校ハンドボール選手権

大会出場のベスト8チ ーム選手 (85名 )

B 高校女子選手

昭和 36年度全日本高校ハンドボール選手権

大会出場のベスト8チ ーム選手 (92名,正選手

52名 ,補欠 40名 )

C 大学選手

昭和 35年度全日本学生ハンドボール選手権

大会出場のベスト4の中,芝浦工大 38名 ,日

体大 40名

D 対照群としての一般学生 1∞ 名 (東大・都

立大・芝浦工大)

ⅡI 結果とその考察

A高 校男子

昭和 36年度全日本高等学校ハンドボール選

手権大会出場のベスト8のチーム (中京商高,
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第 1表 一 般 成 人 群 の 構 成
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桜台高,清水商高,熊本市高, 仙台三高, 墨田川

高,寝屋川高,北佐久農高)の選手にテス トを

実施し,妥当性スケールにより妥当と認めら
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第 1図 高校男子ハンドボール選手のボジション別プロフィール (11人制)

れた 8名 について,各ポジション別のプロ

フィールを求めたものが第 1図である.

なお 85名のポジション別の内訳は以下の
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通 りである FW 39名 ,HB 23名 ,FB 15名 ,

GK8名 である (11人制である)

ll)神経症的傾向をみ る尺度群の,HS,D,
Hy,Ptに ついて検討すると,他のポジシ

ョンに比べて, FWが ぃずれも上であり,

いわゆる線が細い傾向を示している これ

は他のポジションに比べ,デ リケー トな神

経の持ち主が多いものと考えられる また

一方これは,FWが 機敏な動作の必要なポ

ジションの性質上, このようなltn向があら

われたのではないかと考えられる    。

(2)Paに ついては,FヽVが低い値を示して

いるのは,ひがむことが少ない性 質 で あ

り,こ れは現在の環境に満足していること

と思われ,FWが そのポジシ ョンから考え

ると,常に日の当る場所であるということ

も影響するのではないかと考えられる

13)精神病的傾向をみる尺度群 と して の,

Pa,Pt,Scに ついて見ると,FBは 他のポ

ジション群より,いずれも高い値を示して

いることは,こ のポジションが他より地味

であり,受身的な瞳置にある関係からか,

孤立自閉的な傾向を示しているように思わ

れる

{4)Maについては,GK力 極ゝめて高い価を
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示している しかしこれは例数の不足のた

め,断定することは危険ではあるが,他の

ポジションに比べて,活動的であるといえ

るのではないかと考えられる

B 高校女子

昭和 36年度全 日本高等学校ハ ンドボール選

手権大会出場のベス ト8の チームを対象とし

テス トを実施 し,妥当性スケールにより妥当

と思われるもの,正選手 52名 ,補欠選手

“名とさらに正選手については,各ポジション

別のプロフィールを求めて比較検討した

0)正 選手と補欠選手のプロフィールを比較

してみると第 2図のごとくである この図

で明らかなように,両者の差はほとんど見

られなかった このことはベス ト8に残る

ようなチームは,選手の層が厚いため, こ

のような結果が出たものと思われる

12)Dス ケールについて,差がみられるが,

T検定の結果は有意差がみられなかった。

正選手の方がかなり低いが,こ れは補欠選

手より劣等感がより少ないことを示 してい

るので当然であると思われる

(鋤 Paス ケールは両者とも平均 よ り,かな

り低いldtを 示している このことは選手が

普通の人より自分を不矛■こ考えない,ひが

― ― ― 正 選 手 ‐ 52

-― ¨¨補欠選手 N-40

魚

第 2図 高校女子´ヽンドボール正選手と補欠選手のプロフィール
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みぼくない,すなわち現在の環境に満足し

ている傾向を強く示しているものと思われ

る

{4)正選手 52名のポジション別プロフィー

ル:ま第 3図のごとくで あ る 内訳 1ま FヽV

26, HB6,FB 12,GK8で ある (7人制で

ある)

(Ы Hs,D,Hy,Ptの 4ス ヶ―ル群が,神

経質的傾向をみるスケールであ る 力`,GK
が他のポジションに比 して高い価を示して

いる (T検定の結果は有意差は認められなかっ

た)こ のことにより GKは f也のボジショ

ンより,線が細 く,神経のデ リケートな傾

向を示すものである 前述の男子高校選手

の場合は,FWが これと同じ傾向を示して

いるのに比較すると非常に興味ある問題で

ある これは男子が 11人制ルールによる

チーム編成であり,女子は 7人制ルールに

よるチームi・i成であることをみえれば,い

ちおううなずけるかも知れない さらにそ

のことは 7人制の場合,GKを除いた 6人

がポジションにかたよらず全員で攻撃し,

全員で防御する形をとるチーム構成に影響

′ _ヽ子B

-ヽ8
-――― (1ヽ

して力、 男子の場合と異なり,FW,HB,
FBの間に目立つような差がみとめられな

かった

(6)Paに ついても,やは り GKが低ぃ1直 を

示 してお り,前述のように自己のボジショ

ンに満足していることを示している 男子

の場合は,FW力 i Paが 特に低い値を示し

てお り,11人缶1の FWと 7人 11」 の GKの
ボジションが,非常に重要なボ ス トで あ

り,華やかなボジションである点を考える

と, このような結果も, もっともであると

思われる

C 大学選手

一般学生とハンドボール選手を比較検討す

るために,東大,都立大,芝浦工 大 の 学 生

llXl名 と,一流チームである 日体大,芝浦工

人の選手 78名 にテス トを行ない,妥当性ス

ケールにより,妥 当と認められたものについ

て,Tス コアーを求め,プロフィールをえが

き比較検討した

(1)一般学生と選手群とのプロフ ィール1ま第

4図のごとくである 両者の間に大きく差

のあると認められるスケールは,Mf,Ma

第 3図  1量
「
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臨床診断スケール
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妥当性スケール

のスケールである (T検定の結果,01%の危

検率で有意差があった)こ のこと|ま ,HB選
手群の方が,一般学生群よりさらに強い男

性的傾向を示し,よ り活発であり,積輌ヨ生

が多い傾向を示しているのである

前述の大学選手を同チームの 監 督 に よ

り,常に第一戦で出場すべき選手と,控え

の選手とに判定 し分類 し, レギュラーと認

められる選手 3Cl名 ,サ プメンバーの者 48

名について,比較検討するために求めたプ

ロフ ィールが第 5図 である

(2)Pdス ケールを除いて, サブメンバーの

Tス コアーの平均より,明 らかにレギュラ

ーの方が低い値を示 している この こ と

は,各スケール毎に, レギュラーの方がよ

り少ない傾向を示している

(31 Dス ヶ―ルについては,T検定の結果 5

H、  Pa  、lf  Pa  Pt  Sc  !ヽa  Si

A58 vl =7- . .)') ) /,:-oiel 1*tv

HB,■ 11ヽ -78)
,tl■:ヽ -1001

′Su卜
mel■ ber(N‐ 48)

′

(N-30,

%の危険率で有意差を示したが, このこと

|ま レギ _ラ ーが,サ ブに比 して,よ くうつ

的傾向がより少ないことを示 し,劣等感や

悲観的傾向が,サ ブより′

'な

いのlま 当然で

あると思われる

(4)Aス ケールについてみると, このスケー

′し|ま追加スケールとして「不安な感情を誤‖

定する “不安尺度 ''」 であるが,こ のAス

ケー′レの点が低いことは,当 然不安が少な

いということであ り, レギュラーはサブメ

ンバーより楽観的であり,ま た自信をもっ

て行動していることを示 してい るの で あ

る

前述のハンドボールの大学一流選手 (目

体大 芝浦工大レギェラー30名 )と 男子高校

選手 (前述のベスト8チ ーム)群 を,経験 2年

以上 と2年以下の二つのグループに分け,

Ｔ

ス

コ

´
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第 6図  ′ヽンドギール,■千経験年lkり 1プ ロフィール

この三つの群の間にいかなる差異があるか

を比較検討したものである (大学選手はすべ

て経験5年以上であった)3つ の君羊のプロフ

ィールは第 6図 のごとくである

(励 HSス ケールについてみれは, 高校選手

の方が大学選手より明ら力ヽ こ高い値を示 し

てお り,経験 2年以上は 5%, 2年以下は

1%の危険率で (T検定),有意差を示した

このことは高校選手の方が自分の健康 :二 つ

いて過度に心酉己している,すなわち言葉を

変えれば,大学選手は自己の体力,健康に

ついて, より自信をもっている傾向を強 く

示 している

6)Hyス ケールについても, 高校選手の方

がより高い すなわち反省力が弱く,我が

強いということを力`している これも5%
の危険率で有意の差があった

(■ Mfス ケールについては,大学選手より

高校選手の方が高 く,大学選手の方がより

男性的であることを示 している これも 1

%の有意差を示 し,さ らに高校 選 手 間 て

も,よ り経験の多い方が男性的であること

を示し,両者の間に 5%の危険率で有意の

差を示 していた

(81 Ptス ケールも,大学選手より高校 選手

の方が高く,よ り自信のないことを/1Nし て

おり, 5%,1%の危険率で有意の差を示

している

19)Hs,D,Hy,Ptの神経症的傾向をみ る

スケール群についてみると,明 ら力ヽ こ大学

選手すなわち経験の多い選手群の方が,低

い値を示している すなわち大学選手の方

が神経症的傾向が少ない,線が細くない,

裏をかえせば,経験年数の多い選手は線が

大いという傾向があるといえるのではなか

ろうか

IV結  び

以 L運動選手の中,ハ ンドボール選手 につい

て,男女別,ポ ジション別,経験年数別その他,い

ろいろな角度より,その特ltに ついて検討してき

たが,各個人の1生格特性をグループにより平均化

した場合の変化,および, スポーツによる性格の

形成という点よりの,個人の継続追求の必要性,

個人種日と団体種目による1生格特性の差,ア マチ

ェアとプロフェショナルなスポーツ選手の1生格の

差など,未だ未解決・未知の世界をいかに解明し

て行くか,今後に大きな問題があ る ことが判明
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し,僅かな手掛 りではあるが,以上のものを礎石

として,今後共研究 して行きたいと思っている

終 りに本研究に関して,終始懇篤なご指導を下

さった東京大学西尾貫一助教授,平田久雄講師 ,

芝浦工大高島冽教授,大阪体育大学山本隆久助教

授に,深甚の敬意と感謝の意を表します

(注)MMPI東 大改訂版について

口ヽ帷PI とは ■ヽ■llesota■IIultiphasic Personali‐

ty lnvellt。 けの
(ミ ネソ′多面性人格テスト)の略

で,質問紙法による性格検査の一種である この

IIMPIの原版を,東大教育′心理学研究室を中心に

して, 日本人に通ずるように改訂したものが「東大

改訂版つ」である この検査の質問項目は524項 目

よりなり,被検者はこれに対して「はい1‐ いいえ二

「 どちらともいえない1の いずれかを答えることに

なっている その結果は,被検者の応答態度を調べ

るための 四つの 妥当性尺度と,性格特性を渾1定す

る10の臨床尺度に分けて採点される

A 妥当性尺度

1 疑Fni点 (2)The Qustlon%ore全項 |]

疑問点とは被検者が質問に対して「はい」れ レヽヽ

えJのいずれにも解答しなかったもので,こ れ が

高ければ,それだけ他の尺度の得点となるべ き項

目が減るから,実際 |ま もっと高くなるのではなかろ

うかという疑いが出てくる

2 L 嘘構尺度 The Lle Score 15項 日

L点は自分が道徳的によくみせようとして 1可答

をえらんでいる程度,すなわち実際の自分を偽って

いる程度を測定する_

3 F 尺度 The validity Score 64項 目

F点は被検者の記録全体が妥当 であるかどうか

をたしかめるためのもので,F点が高いことは,被

検者が不注意であったり,質 問項目を理解できなか

った場合などである

4 K K tt The K Scorc 30項 目

K点は,こ の検査により・El定 された各臨床尺度

(例 えば HS,Pd,Pt,Ma)の 得点の識別力を増す

ための, 修正点として用いられる K点の高いと

いうことは,心理的な弱点に対する防衛性を表 わ

し, したがって,よ り ``正常''にみせようとして,

「実際の自分をゆがめようとす る よ うな種類の防

衛」を示す場合があるようである 逆に低い得点

は,その被検者が非常に卒直で,し かも自己批半」的
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であったりした場合などである.ま た悪い得点を

得ようと企てたり,悪い印象を与えようとすると,

K点は低くなる

B 臨床尺度

l HS ヒボコンドリー
(′心気症)尺度

The HypOchOnd轟 お Scale 33項 目

HSス ケールは,身体的機能に関する異常な関心

の程度を測定する このスケールの高い被検者は,

自己の健康について不当に心配する。このよ うな

人は,は っきりと指摘できないような苦痛や,健康

上の不調をしばしば訴えることが多い

2 D ぅっ病尺度 The Depressiollま 細e60項目

このスケールは,臨床的に認められる抑うつの症

候や,症候群の深さを測定する このD点の高いこ

とは,将来に対して人並以上に悲観的だったり,

人生を楽観的に考えるのは無駄であるとか,無能感

から志気が低下したり,人生を深刻に考えすぎて自

信を失ったりした場合に高いものを示す.

3. Hy ヒステリー尺度 The Hystena scale 60

項目

このスケールの高点者は心理的に未成熟で,反省

力が弱く,自我が強い傾向を示し,精神的圧迫が加

えられると,歴然としたヒステリー状態をおこしや

すい。

4. Pd 精神病質尺度 The Psychopanに DevLte

&嵐e 511項目

このスケールは,深い情緒的な反応が欠けている

とか,経験を利用する能力がないとか,社会的慣習

を無視するとかいう面で,お もに欠陥のある人々の

集団にどの程度似ているかを測定する この スケ

ールの高得点者は,社会的慣習から離脱し,盗み,

嘘,ア ルコール耽溺,性的不道徳など,一連の非社

会的行為を行なうもので,犯罪を犯しても動機に乏

しく,ろ くにかくそうともせず,深い情動反応に欠

けている場合などである

5 Mf性 度 The lntaωt Scale 611項目

興味の型がどの程度男性的傾向か,ま た女性的傾

向かを惧!定する.Tス コアーは,男性用,女性用の

二つに分けてある

6 Pa ン`ラノイヤ (偏執病)尺度 The Paralloia

Scale 40項目

このスケールは,さ い疑心が強く,過度に感じや

すく,被害妄想的て,極度に自己中′ら的な傾向を測

定する

7. Pt 精神衰弱尺度 The Psychasthenia Scale
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48項目

このスケールは,病的恐怖の行動や,強 ,■的行動

で苦しんでいる精神病患者とどの程度類IIし てい

るかを淑1定する この高得点者は,やたら|こ 手を洗

ったり,つ まらない考えや妄想観念から逃げられな

いような人の場合であり,版越苦労をした り,自 信

欠乏の傾向を示す.

8 Sc 精神分裂病尺度 Tlle SChiZoph“ nia Scale

78項 日

このスケールは奇異な,普通でない考え方や行動

をする点で特徴のある患者とどの程度類似してい

るかをユ1定する この得点が高い人は,社会意欲に

乏しく,常人と変 った考え方をしている場合が多

ヽ`

9 Ma 軽躁病尺度 The Hypomania Scale 46

項 |・ 1

このスケールは,思考,動作において顕著な迪乗1

生産性をもつ人に,特有の人格特性を測定する こ

のスケールの高位点者は,計画をたてすぎて苦労し

たり,熱狂的,活動的で,と きに社会規範を無視し

たりすることがある

10 Si 社会的向性尺度 The sOCial l E Scalc

70項 目

このスケールは,他人との社会的な接角甍をさけよ

うとするltp向 が,どの程度であるかを誤1定する こ

のスケールの高得点者|ま ,∫ L人 との交際をさけよう

第 3号

とし, うらとけないような場 合がある
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An lnvestigation on the Personality of Sportsman

- 
On the Personality of Hand Ball Players 

-
by

HrDEo TAKTZAWA

Synopsis
M. M. P. I. (revised edition by Tokyo

University) was carried out to the hand
ball players from university and high school,
and the results were closely investigated,
inquiring what difference may occur when
players' sex, position in a game, years of
his experience should differ and whether
he is a regular member or a sub-member.
1. When compared in respect to a position
in a game, boys showed a fairly clear dis-
tinction in their personality, but girls are
not so differentiated as boys, with the
exception of Goal Keeper who resembles
Forwards of boys. Distinctive features of
each position in boys are as follows; For-
wards is found to be stronger in neurotic

tendency than other positions, Fullback is
rather of isolated and self-confined consti'
tution, and Goal Keeper mostly shows manic
emotion-
2. At the level of university, students
who are sports players showed different
characters than those seen in students who
do not belong to a sports club. The former
is more manly and active than the latter
(There was a sinincant difference found in
Mf and Ma.).
3. Regular members are generally in better
and sound mentality than sub-members.
4. Those who have had longer experience
in this sports are of less tendency to neu-
rosis and are more manly,


